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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 
１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第31期

第１四半期累計期間
第32期

第１四半期累計期間
第31期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 2,483,040 2,961,970 10,975,267

経常利益 (千円) 260,004 329,555 1,270,153

四半期(当期)純利益 (千円) 163,433 227,226 712,100

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 320,365 329,732 329,732

発行済株式総数 (株) 2,537,500 10,248,600 10,248,600

純資産額 (千円) 3,007,692 3,750,546 3,549,051

総資産額 (千円) 4,881,484 5,862,680 5,795,144

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.10 22.17 69.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 15.85 21.97 68.93

１株当たり配当額 (円) － － 12.50

自己資本比率 (％) 61.6 64.0 61.2
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は持分法適用会社がないため記載しておりません。

４　当社は、平成27年10月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割、及び平成28年１月１日

付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算

定しております。

５　当社は、平成27年10月１日付で普通株式１株を普通株式２株に株式分割、平成28年１月１日付で普通株式１

株を普通株式２株に株式分割しておりますが、１株当たり配当額については当該株式分割を考慮しておりま

せん。

 
２ 【事業の内容】

　　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券報告書に記載した事業等のリス

クについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、年初からの世界的な原油価格の低迷、円高進行による企業収益の悪化懸念、

更には日銀による史上初のマイナス金利の導入による不安感から消費マインドが低迷する等、依然として先行き不透

明感が払拭できない状況にありました。

外食業界におきましては、原材料価格の高騰や人材需給の逼迫に伴う人件費の増加、更には消費者の節約志向の高

まりや業界内の顧客獲得競争が激化の一途を辿っている等、経営環境は引続き厳しい状況にありました。

このような環境のもと、当社の当第１四半期累計期間の売上高は、2,961百万円となりました。当社の主力業態は

「や台や」業態、「や台ずし」業態、「ニパチ」業態及び「これや」業態であり、その中でも「や台ずし」業態を中

心に新規出店に努めてまいりました。

「や台ずし」業態は新規出店７店舗を実施し、店舗数が125店舗（フランチャイズ含む）となり、総店舗数の59.8％

を占めております。新鮮な魚介類をお値打ち感の高いメニューで提供することにより、当業態の売上高は1,906百万円

となりました。「や台ずし」業態は全国的に業績が好調に推移しております。当業態は本格職人にぎりの新鮮な魚介

類を用いたすしを低価格で食すことができ、且つ居酒屋メニューも合わせて食すことができるという“寿司屋が居酒

屋メニューを提供する”業態であります。良い商材を使い、お値打ち感の高い商品の提供を徹底することで、お客様

からのご支持を頂いたものと考えております。

また「ニパチ」業態は低価格均一価格でコストパフォーマンスの高い料理を提供する業態であります。当業態は新

規出店２店舗を実施し、店舗数が68店舗となり、総店舗数の32.5％を占めております。当業態の売上高は868百万円と

なりました。当業態へのニーズは常に一定程度存在するため、地方都市においては堅調に推移いたしました。

当累計期間につきましては、実験店として、以前に出店しておりました串カツ居酒屋である「これや」をリニュー

アルし新業態として開発致しました。当業態を不採算店から業態転換することで収益改善に取り組み順調に推移致し

ました。なお、業態転換することで当業態は３店舗となり、今後新規出店も含めて展開していく予定であります。

以上の結果、店舗数につきましては、新規出店９店舗、退店１店舗、業態転換３店舗を実施し、平成28年６月30日

現在の店舗数は209店舗（フランチャイズ含む）となりました。また、当第１四半期累計期間における売上高は2,961

百万円(前年同期比19.3％)、営業利益は263百万円(同22.6％)、経常利益は329百万円(同26.7％)となり、四半期純利

益は227百万円(同39.0％)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における資産の部は5,862百万円、負債の部は2,112百万円、純資産の部は3,750百万円で

あり、自己資本比率は64.0％となりました。

　

（流動資産）

流動資産につきましては前事業年度末に比べ29百万円減少し、3,487百万円となりました。これは主に売掛金が８

百万円、及び繰延税金資産が15百万円減少したことによるものであります。

　

（固定資産）

固定資産につきましては前事業年度末に比べ97百万円増加し、2,375百万円となりました。これは主に建物が42百

万円、及び工具器具備品が43百万円増加したことによるものであります。

　

（流動負債）

流動負債につきましては前事業年度末に比べ212百万円減少し、1,432百万円となりました。これは主に未払法人

税等が200百万円減少したことによるものであります。

　

（固定負債）

固定負債につきましては前事業年度末に比べ78百万円増加し、679百万円となりました。これは主に長期借入金が

65百万円増加したことによるものであります。

　

（純資産）

純資産につきましては前事業年度末に比べ201百万円増加し、3,750百万円となりました。これは主に利益剰余金

が201百万円増加したことによるものであります。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4) 研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 10,248,600 10,253,600

東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(市場第二部)

名古屋証券取引所
(市場第二部)

当社の単元株式数は
100株であります。

計 10,248,600 10,253,600 ― ―
 

(注)　提出日現在において新株予約権の権利行使により、第１四半期会計期間末より発行済株式総数が5,000株増加し

ております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

－ 10,248,600 － 329,732 － 357,837
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,247,900
102,479 (注)１

単元未満株式 600 ― (注)２

発行済株式総数 10,248,600 ― ―

総株主の議決権 ― 102,479 ―
 

　(注)１　権利内容に何ら制限のない当社における標準となる株式であります。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式２株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ヨシックス 名古屋市東区徳川町502番地 100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ヨシックス(E30656)

四半期報告書

 6/14



第４ 【経理の状況】

 
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,213,170 3,210,517

  売掛金 80,635 72,421

  完成工事未収入金 58 602

  たな卸資産 87,187 87,222

  その他 136,318 116,615

  貸倒引当金 △50 －

  流動資産合計 3,517,319 3,487,379

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,272,171 1,314,732

   その他 439,138 484,582

   有形固定資産合計 1,711,310 1,799,315

  無形固定資産 6,940 6,505

  投資その他の資産 ※1  559,574 ※1  569,479

  固定資産合計 2,277,825 2,375,300

 資産合計 5,795,144 5,862,680

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 373,715 351,945

  1年内返済予定の長期借入金 63,342 75,034

  未払金 434,573 470,645

  未払法人税等 338,858 137,983

  その他 435,141 397,155

  流動負債合計 1,645,631 1,432,763

 固定負債   

  長期借入金 105,026 170,857

  役員退職慰労引当金 302,906 308,363

  その他 192,530 200,150

  固定負債合計 600,462 679,370

 負債合計 2,246,093 2,112,133

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 329,732 329,732

  資本剰余金 357,837 357,837

  利益剰余金 2,860,626 3,062,231

  自己株式 △202 △202

  株主資本合計 3,547,993 3,749,598

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,057 947

  評価・換算差額等合計 1,057 947

 純資産合計 3,549,051 3,750,546

負債純資産合計 5,795,144 5,862,680
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 2,483,040 2,961,970

売上原価 799,567 958,745

売上総利益 1,683,472 2,003,225

販売費及び一般管理費 1,468,218 1,739,380

営業利益 215,254 263,844

営業外収益   

 協賛金収入 43,208 63,882

 その他 1,752 1,946

 営業外収益合計 44,961 65,828

営業外費用   

 支払利息 198 117

 その他 12 －

 営業外費用合計 210 117

経常利益 260,004 329,555

特別利益   

 受取補償金 22,880 47,160

 特別利益合計 22,880 47,160

特別損失   

 固定資産除却損 47 1,025

 減損損失 － 14,859

 特別損失合計 47 15,884

税引前四半期純利益 282,837 360,831

法人税、住民税及び事業税 102,376 122,645

法人税等調整額 17,027 10,959

法人税等合計 119,403 133,605

四半期純利益 163,433 227,226
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　　(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応報

告第32号 平成28年６月17日)を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
 
(四半期貸借対照表関係)

※1　 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

投資その他の資産 135千円 135千円
 

　

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

減価償却費 60,234千円 75,343千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年
６月26日

定時株主総会
普通株式 50,700 20.00

平成27年
３月31日

平成27年
６月29日

利益剰余金

 

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年
６月28日

定時株主総会
普通株式 25,621 2.50

平成28年
３月31日

平成28年
６月29日

利益剰余金

 

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、飲食事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 16円 10銭 22円 17銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 163,433 227,226

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 163,433 227,226

普通株式の期中平均株式数(株) 10,148,316 10,248,498

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15円 85銭 21円 97銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 158,440 90,171

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

(注)　当社は、平成27年10月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割、平成28年１月１日付で普

通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しており

ます。
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヨシックス(E30656)

四半期報告書

13/14



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年８月12日

株式会社ヨシックス

　取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   岡　　野　　英　　生　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   豊　　田　　裕　　一　　㊞

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシッ

クスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第32期事業年度の第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシックスの平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

 

　以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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